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霊 / ＊介諺 疾齢 70 年 の緯

2 010年は介護保険制度施行10年の節目にあ

たI )ます＠そこで本号では介護保険の10年帝

検証し、典の介護保障へ向けた課題を提起す

ることを目的に特集を組んでみました。介護

問題は、介護保険施行後も深刻な状況が続い

ており、介護保険がつくI ) だした新たな制約

も加わって、かえって事態は深刻さを噌して

います。したがって、あらためて介謹保障の

あり方に立ち戻り、1 0年間の実施で浮き彫り

となった問題点を抜本的に解決する制度の見

直しが求められています。本特集は、そうし

た制度見直しへ向けた議論への問題提起を意

図しています。特集には、第一線で輔力的に

活動されている6 人の方に執筆していただき

ました（論文は5 本)．

冒頭の曽我千春さんの論文は､ 介謹保険l ( )

年を総括的に検証し、真の介護保障への課題

を提起しています。介護保険は社会保障構造

改革の第一歩として導入され、社会保障の営

利化･ビジネス化に途を開き、コムスン躯件一

グループホームT 事件・「静養ホームたまゆ

ら」火災事件なと．負の産物をもたらしたこと

をそれぞれの事件の検証をとおして明らかに

し、あわせて「常勤換算」での人員配置基準

など特異な仕組みによって人材不足と介護労

働者の不安定化が加速したことを強調してい

ます｡ そのうえで､ 真の介謹保障のための課

題を、費用負担、介護労働、事業者、制度自

体のあり方について提起しています。

黒岡有子さんの論文は、ケアマネージャー

の立場から、事例を交えて10年を振l〕返り‐

経済的な格差がもたらすサービス利川の格

差、支給限度額と利用料が確となって本来の

相談援助業務ができないケアマネージャー‐

事業者にとって有利な人を優先し弱い立場の

人を取り残す契約制度と事業者、生活が成り

立たない介護労働者、介護に携わる職員にす

ら起きている心の変化など、1 0年を迎えた介

護現場で起きている過酷な現実をリアルに描

いています。そして、そうした現実を打開L

ていくための課題を包括的に提起していま

す。

橘爪真奈美さんの論文は、様々な形態の居

住系施設が乱立し多様化が進む高齢者の住ま

いの現状と問題点を取り上げています｡ 介護

保険以降、商齢者施設（住宅）は増大し様々

なタイプが登場してきましたが、現実は「居

住」と「福祉」とが分断され安上がりでの整

備が進められていること、つぎはぎの整備に

よって医娠提供の面での整備も立ち遅れ、診

療報酬の改定で矛盾も生じていること、介護

療養病床の廃止・医療療養病床の削減によ-っ

て増大している医療ニーズの高い人たちをね

らう悪質な在宅専門医やそれをサポートする

医療機関や訪問希護ステーションが存在する

ことなど、居住系施設が医擦と介護の変質を

招いていることを明らかにしています。

末永睦子さんの論文は、介護饗用の負担の

実態を、特別養護老人ホームへの入居を申L

込んでいる高齢者（入居待機者）へのアン

ケート及び聞き取り調査をもとに明らかにし

ています。老人保健施設・擁養捕床・グルー

プホーム・有料老人ホームでの待機者には、

本人の収入を超える饗用を負担している人が

いること、生活保護受給者は差額室料のない

医療保険適用の病院に雌中しているなどの実

－ 4 －
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態、また、在宅を希望しながら饗用が捻出で

きないためにやむをえず老人保健施設の利用

となったケース、入院費用の負担を減らすた

めに転院を繰I ) 返すケースなどが取I ) 上げら

れ、保険外を含む我用負担が要介護尚齢者世

帯の生活を圧迫している実態を浮き彫I ) にし

ています。

最後に、森山治･森山千賀子さんの論文は、

日本をしのぐ速度で高齢化が進む韓唾lの老人

長期療養保険制度を取り上げ、日本の介穫保

険制度との比較を通して特徴と問題点および

日本での課題を明らかにしています。国民健

康保険公団による一元的管理、全国単一の保

険料、特別現金給付の支給、3 段階での認定

などを内容としていること、現状では公団に

よるコントロールと公団に対するチェック機

能の不在、訪問療養機関の乱立による過剰競

争、療養保護士の養成機関の乱立による過当

競争、療養保護士の劣悪な処遇、介護支援専

門員制度の不在など、多くの問題が存在する

ことを明らかにしています。同時に、日本

においても介護支援専門員における業務能力

の格差、労働条件の改善の余地、ソーシャル

ワークがしにくい制度上の欠陥などの問題が

あることを指摘したうえで、介護支援専門員

には社会福祉士が蛾適だが、インフォーマル

なサービスも含めて提供できてこそソーシャ

ルワーカーとしての意義があることを強調し

ています。

介護保険制度の見直しの議論はすでに始

まっていますが、本特集が明らかにした多く

の問題点が正確かつ十分に認識されているわ

けではありません。問題の根本に目を向けな

いで部分的な手直しにとどめられたり、財政

事情を理由に改革が先延ばしにされる可能性

は小さくありません。しかし、冒頭でふれた

ように、介護の現場は日々深刻さを増してお

り、介護心中・介護殺人で死へ追いやられる

人が後を絶ちません。これ以上犠牲者を出さ

ないためにも、問題の全面的かつ正確な把握

と課題の整理、解決のための適切かつ迅速な

対応が求められています。本特集を、そのた

めに活用していただければと思います。研究

会の会員、関係者、住民の皆さんの活発な議

論と改善に向けた取り組みを期待します。

－ 5 －
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｢医療・福祉研究』編集部

本号は、第20号の記念号です。同時に、柵

究例会100回記念号でもあI ) ます。研究会が

発足したのは1986年、第1 回の研究例会は

1986年9 月に開催されました。『医療・福祉

研究』の創刊号が発刊されたのは、それから

2 年後の1988年7 月のことです。研究例会を

はじめ、研究会の活動を記録として残し、当

日参加できなかった研究会の会員にもそのIﾉ､’

容を伝えること、l 司時に研究会以外の人達に

も‘h1i報発信し、議論を呼び起こすこと、この

二つの役割を担うものとして研究会年誌とし

ての「医療・福祉研究」の発刊が始まりまし

た。以来､発行の時期が翌年にずれ込んだり、

途中で途絶えそうな時期もありましたが、な

んとか継続して20号を迎えることができまL

た。毎号、原稿料なしで多くの方々に執鋪し

ていただき（掲載誌3 冊の現物給付のみ)‐

けっして安くはない雑誌を毎号全国の方々に

購読していただきました。また、編集アイデ

アの源である研究例会など研究会の活動に

も、じつに多くの方々に報告を引き受けてい

ただき、仕事の合間を縫って研究会に参加し

ていただきました。そうした多くの方々の参

加と協力があったからこそ継続することがで

きました。執筆者､ 購読者､ 研究会の報告者一

参加者など、研究会を支えていただいたすべ

ての方に、あらためて感謝いたします。

『医療・福祉研究』は、研究と名前が付い

ておりますが、いわゆる「学術論文」だけで

はなく、現場での実践報告、仕事のなかでこ

だわり続けてきた問題を整理した論稿、政府

の政錐に対する現場からの疑問や批判なども

積極的に褐戦してきました。研究例会での

報告者には、「論文」を書いた経験のない人

にも説得して誹いてもらいました。問題に直

而し格闘している当事者こそ真の「研究者｣、

当事者・利用者・国民の視点から考えた文章

こそ真の「研究論文」と考えてきたからで

す。各号の多様な執兼者の顔ぶれはその現れ

です。「医療・福祉研究」の特徴のひとつは．

ここにあると考えています。

本号では、鋪100回研究例会で井上英夫さ

んが、研究例会・研究会誌のあゆみを含めた

研究会のこれまでの活動、研究会がめざして

きたものとこれからの課題を包括的に取り上

げ、2 0号と1 00回の記念としてこれ以上ない

報告をしていただきましたので、特災号を飾

る論稿として掲赦しました。井上さんは第1

回の研究例会の報告者でもあります｡同時に．

中心テーマのひとつとして継続的に取り上げ

てきた介護問題が、見直し論議のなかで喫緊

の課題となってきましたので､ 石川県保険医

協会の工藤浩司さん、介護問題で博士号を取

得した院生の井口克郎さん、他団体と共同で

まとめた提言の三つで特集を組みました。現

場研究者、若手研究者、共同提言の組み合わ

せは、研究会を象徴する構成とも言えます。

研究会誌の編集･発行は､膨大なエネルギー

を要します。今の体制でいつまで続けられる

か分かりませんが、果たすべき役割があると

皆さんから言っていただける限りは続けるつ

もI ) です。本誌を手に取られた皆さんからの

忌偉のないご愈見､編集へのアイデアと注文一

そして何よりも刺激的な原稿をお待ちしてい

ます。

、
色
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本号では、昨年3 月1 1日に起きた東[ | 本大

震災について特集を組んだ。震災発生から1

年以上経過したが、復興. 復' ' -1の歩みは遅

く、被災者は依然として厳しい生活を余儀な

くされている。そのうえ、仕靭も住宅もめと

が立たず、先行きの見通しさえもてない状況

が続いている。とりわけ今回の震災で目立つ

のは、政府の対応の遅さ・不適切さである。

創造的復興と称して繰I〕出されてくるのは．

経済・産業優先の復興であり、生活の再建、

人間と地域の復興は後Il1しにされている。そ

れどころか、消甜税噌税や社会保障制皮の改

悪、T P P 参加を目論み、被災背・被災地の

苦難をj榊胤させることさえ実施しようとして

いる。こうした動きで分かるように、旋災か

らの復旧・復興は、被災者・被災地だけの問

題ではなく、今後の日本の社会のあり方を問

う全匡l民的な課題である。

今回の特集は、このことを念頭に綿染の作

業に取I ) 組んだ。同時に、私たちは2007年に

能登半烏地震を経験し復興・復旧に関わって

きた立場にあるc また、中国やインドネシア

の地震・津波の被害や復興・復旧についても、

研究会の会員が調査に取り組み談論してきた

経緯もある。それらのことも反映させた特集

にしたいと考えてきた。

特集は、震災が投げかけた問題を全体とし

て扱った総論、やや論点を絞った各論、そし

て被災地での支援活動に関する報告からなっ

ている。冒頭の井上英夫さんの論稿は総論に

あたる。ここでは、井上さんが提起し続けて

きた「住み続ける権利」が取I )上げられ、1

年後の被災地の現実から「住み続ける権利’

の断1世Iたる方針の打ち出しと、住み続けるこ

とができる地域へと発展させるための健t lI

権・医療保|流、社会保|職・社会福祉の権利保

障、それらを保障する稲祉国家の構築が提起

されている。

井口克郎さんと村lⅡ隆史さん二人の論稲

は、中国四川大地震澗査から僻られた示唆を

整理し、そこから東11本大震災の復興の課題

を住民参加という視点から論じている。そこ

で提示されている論点は、第一に集付l移転が

住民・被災背の声が十分に反映されている

か、輔二に復興のイニシアティブをだれが握

るか、第三はどのようなタイプのボランティ

アの活動を展開するかの三点である．それそ

れについて井'二I・村111の二人は、住民・被災

者の声を反映した復興、企業主導ではなく政

府・企業と住民とのパワーハランスのとれた

復興､ボ}、ムアツプ型ボランティアによる国一

自治体への働きかけの必要を提起している。

原発被災地福島に在住の久保美由紀さんか

ら寄せられた論稿は、支援活動を通して出

会った大熊町の人々の悪らしぶりを取17上

げ、原発事故の惨さを浮き彫I ) にしている”

県内外59町村と海外にも及ぶ避難生活、点在

する仮設住宅と借り上げ住宅での生活、狭い

仮設住宅ゆえに別居する三世代家族、子ども

守るために県外に避難し分離された家族な

ど、幾重にも分断された家族の苦悩と現実化

する商齢者の孤立化、「何もすることがない｜

ゆえに「他人の生活に気が向いてしまう」仮

設住まいの高齢者、そこにみる距離の近さゆ

えの息苦しさがもたらす孤立化とは逆の困難

さ、被災はしていない高齢君が遭遇するスー

－ 4 －
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パーでの品不足という「被災」など、「見て

わかる」被害だけではない被害にも目を向け

支援することの重要性がリアルに提起されて

いる。

増田一世さんの論稿は、障害のある人に焦

点をあてた各論にあたる。障害のある人の震

災による死亡率は2 倍にのぼる。しかも、障

害ゆえに不自由な生活を余儀なくされている

人も少なくないが、個人情報の壁に阻まれて

進まない実態の把握、情報から取り残され被

害の大きさも知らないまま一人で数日間在宅

で暮らした難聴の人、避難所での暮らしに耐

えられず自宅に戻った人、民間で自主的に立

ち上げものの無登録ゆえに食糧や物資が届か

ない福祉避難所、職員不足で開所できない事

業所など、先行きが不透明な中で多くの困難

がつきまとう生活の立て直しの現実を描き、

自己責任ではなく社会の責任で災害対策を構

築する必要性を説いている。

大平良則さんと高瀬由佑子さんの論稿は、

被災地での支援活動の報告である。大平さん

は、石川民医連の災害支援の第二次部隊とし

て宮城県の坂総合病院へ派遣され、支援物資

の整理係と避難所訪問の事務局としての支援

に関わった。お風呂に入れない大変さと足浴

がもたらした安らぎ、避難所の環境の悪さと

ストレスゆえのインフルエンザ感染をめぐる

不穏当な発言など、避難所で長く生活するこ

との負担の大きさと継続した支援の必要性を

指摘している。高瀬さんは、大学の見守り寄

り添い隊「灯」のメンバーとして陸前高田市

を何度も訪れ、足湯傾聴活動に取り組んでき

た。その活動が能登半島地震での被災地支援

から始まったこと、いまでは別の地区でも活

動するまでになり全国交流も行われているこ

と、足湯での被災者の「つぶやき」がニーズ

を知る大切な機会であり具体的な問題解決に

つながることもあることなどを紹介したうえ

で、東北の被災者の「つぶやき」に出てくる

津波、体調変化、生活用品の不足、今後の生

活不安などに、不安の大きさとニーズの変化

が見出されること、そのことに気付くために

も同じ地域に連続して関わることの重要性を

指摘している。

冒頭に触れたように、震災復旧・復興をめ

ぐる対抗は厳しさを増している。原発再稼働

をめぐる動きがその象徴である。私たちは多

くの震災から学び、人間復興こそ基本に据え

られなければならないとの確信をもち議論し

てきた。今回の特集をさらに議論を広げる契

機としたい。研究会内外からの意見と問題提

起を期待する。

－ 5 －
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